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○
か
ほ
る
」
さ
ん
。
名
は
体
を
表

す
と
い
う
か
ら
、
こ
の
優
雅
な
名

前
の
女
の
子
を
私
は
想
像
し
た
。

　

們
色
白
で
、
病
弱
で
、
伏
し

目
が
ち
で
、
ほ
っ
そ
り
し
て
、
小

脇
に
詩
集
を
抱
え
て
い
る

們

当
時
、
女
子
は
少
な
か
っ
た
の
で
、

ほ
ど
な
く
彼
女
を
知
る
事
が
出
来

た
。

　

そ
の
時
、
私
は
心
の
中
で

「
え
っ
嘘
！
」
と
叫
ん
で
い
た
。

彼
女
は
小
麦
色
の
肌
に
大
き
な
黒

い
瞳
、
堂
々
た
る
体
格
で
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
球
を
抱
え
て
い
た
。

そ
し
て
大
き
な
声
で
カ
ラ
カ
ラ
と

笑
っ
て
い
た
。
彼
女
の
圧
倒
的
な

存
在
感
に
私
の
「
か
ほ
る
」
さ
ん

像
は
軽
く
一
蹴
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、
数
十
年
の
時
を
隔
て

て
ま
た
同
窓
会
で
彼
女
と
顔
を
合

わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
日
、

私
は
彼
女
が
催
す
茶
会
に
招
待
さ

れ
た
。
活
発
で
豪
快
な
（
失
礼
）

彼
女
が
茶
の
湯
、
懐
石
料
理
も
作

る
と
い
う
。
そ
れ
こ
そ
「
え
っ

嘘
！
」
で
あ
る
。

　

そ
し
て
出
さ
れ
た
料
理
に
驚
い

た
。
ど
れ
も
美
味
し
く
美
し
く
、

美
的
感
覚
に
溢
れ
た
見
事
な
も
の

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
彼
女

の
長
年
の
研 
鑽 
に
圧
倒
さ
れ
た
。

さ
ん

こ
う
し
て
私
の
第
二
の「
か
ほ
る
」

さ
ん
像
も
ま
た
し
て
も
一
蹴
さ
れ

た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

年
に
数
回
会
う
彼
女
だ
が
、
い

つ
会
っ
て
も
元
気
で
楽
し
い
。
そ

し
て
、
相
変
わ
ら
ず
大
き
な
声
で

カ
ラ
カ
ラ
と
笑
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

（
高　
　

門
司
寿
子
）

１３

宴座
　

高
校
に
入
る
前
か

ら
、
私
は
あ
る
女
の

子
に
会
う
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
。
合

格
発
表
で
見
た
「
○

　
「
世
人
は
彫
刻
家
を
特
別
視
す

る
が
八
百
屋
や
魚
屋
と
同
じ
で
変

わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
ん
だ
」
と
小

田
部
泰
久
さ
ん
（
中　

）
は
謙
遜

１５

す
る
。
が
、
人
生
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
生
き
た
こ
の
過
客
は
紆
余
曲
折

を
辿
り
、
後
年
福
岡
市
の
文
化
賞

や
県
の
文
化
功
労
者
表
彰
ま
で
受

け
た
。
四
年
前
に
幽
明
境
を
異
に

し
た
が
、　

歳
で
東
京
芸
大
の
門

２６

を
敲
く
。
遅
咲
き
一
輪
、
そ
の
一

齣
を
聞
き
書
き
す
る
。

サ
プ
ラ
イ
ズ
だ

　

福
岡
市
城
南
区
長
尾
に
住
む
小

田
部
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
は
一
時
、

カ
ラ
ス
の
大
群
が
百
羽
以
上
群
れ

て
い
た
。
電
線
に
と
ま
り
横
を
向

い
た
り
、
啼
い
て
い
る
の
も
あ
り
、

等
身
大
で
表
情
も
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ト

に
描
か
れ
サ
プ
ラ
イ
ズ（
驚
き
）だ
。

　

カ
ラ
ス
に
取
り
憑
か
れ
た
の
は

三
十
年
前
。
上
杉
謙
信
の
居
城
・

春
日
山
城
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
カ

ラ
ス
が
一
羽
稲
の
取
り
入
れ
の

終
っ
た
田
圃
の
棒
杭
に
と
ま
っ
て

こ
ち
ら
を
見
て
い
る
。「
人
間
と

は
何
か
」
を
模
索
し
て
い
た
時
期

で
、
私
も
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
て

カ
ラ
ス
は
た
だ
も
の
じ
ゃ
な
い
。

賢
く
哲
学
者
の
よ
う
に
見
え
人
間

よ
り
は
ま
し
だ
。
ま
ぁ
核
兵
器
は

つ
く
ら
な
い
し
戦
争
な
ん
か
も
し

な
い
と
三
思
し
た
。
そ
ん
な
こ
と

か
ら
カ
ラ
ス
の
集
団
を
つ
く
ろ
う

と
平
成　

年　

月
、
約
百
羽
並
べ

１６

１０

た
。
こ
の
こ
と
は
私
が
生
ま
れ
て

き
た
証
に
も
な
っ
た
。

粘
土
の 
虜 
に
な
る

と
り
こ

　

当
初
木
彫
志
望
だ
っ
た
が
、
粘

土
を
こ
ね
る
感
触
に
魅
了
さ
れ
彫

塑
に
方
向
転
換
。
地
行
に
住
む
安

永
良
徳
の
許
に
走
っ
た
。

　

▼
安
永
良
徳　

中
学
修
猷
館
、

東
京
美
術
学
校
卒
。
大
戦
で
シ
ベ

リ
ア
に
五
年
間
抑
留
帰
国
。
月
に

　

数
点
も
制
作
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ

１０シ
ュ
な
彫
刻
家
だ
っ
た
。

　

安
永
先
生
の
家
に
は
、
戦
前
の

美
校
出
の
人
た
ち
が 
蝟  
集 
し
て

い 
し
ゅ
う

い
た
。
こ
れ
ら
博
識
な 
諸  
彦 
と
の

し
ょ 
げ
ん

出
会
い
は
、
知
的
興
奮
の
連
続
で

蒙
を
啓
い
て
く
れ
た
。
東
京
芸
大

進
学
の
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
。

 
荊  
棘 
の
道
と
佳
日

け
い 
き
ょ
く

　

父
は
す
で
に
亡
く
母
親
が
細
々

と
、
う
ど
ん
屋
を
開
い
て
い
た
。

学
費
な
ど
出
せ
ず
上
京
に
反
対
だ
。

徒
手
空
拳
、
片
っ
端
か
ら
生
活
費

を
稼
い
だ
。
京
都
・
太
秦
の
撮
影

所
で
は
時
代
劇
の
エ
キ
ス
ト
ラ
。

１
時
間
２
７
０
円
は
日
雇
労
務
者

の
２
４
０
円
よ
り
高
か
っ
た
。

　

一
方
、
美
術
研
究
所
で
の
受
験

勉
強
は
授
業
料
を
請
求
さ
れ
そ
う

に
な
る
と
、
ほ
か
の
研
究
機
関
に

ギ
ア
・
チ
ェ
ン
ジ
を
繰
り
返
し
た
。

こ
う
し
た
授
業
料
の
梯
子
生
活
を

三
年
間
続
け
て
、
昭
和　

年
、　
２８

２６

歳
で
や
っ
と
美
酒
に
酔
う
。

　

今
次
の
大
戦
で
焼
尽
し
た
東
京
。

そ
の
上
野
の
杜
の
一
角
に
、
明
治

年
代
岡
倉
天
心
が
開
校
し
た
芸
大

は
あ
っ
た
。
今
に
も
叢
林
の
中
か

ら
横
山
大
観
が
タ
イ
ム
ス
リ
ツ
プ

し
て
出
て
来
そ
う
な
野
趣
に
富
ん

で
い
た
。
こ
う
し
た
天
恵
の
佳
日

の
中
で
学
業
に
励
む
。

彫
塑
一
筋

　

同　

年
、　

年
ぶ
り
に
博
多
の

３６

１０

土
を
踏
む
。
若
い
芸
大
出
身
者
で

「
玄
の
会
」
を
創
設
、
毎
年
作
品

彫
刻
家
・
小
田
部
泰
久
さ
ん（
中　

）の
人
生
航
路

１５

発
表
を
続
け
た
。
同　

年
、
現
代

３８

日
本
美
術
展
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出

品
。「
貴
婦
人
の
贈
り
物
」が
入
選

し
た
。
ア
ク
リ
ル
樹
脂
で
作
っ
た

が
、
こ
れ
で
彫
塑
ヘ
の
自
信
が
つ

い
た
。

　

九
州
大
の
前
身
、
福
岡
医
科
大

学
長
の
大
森
治
豊
氏
の
記
念
像
や

部
落
解
放
の
父
・
松
本
治
一
郎
氏
、

板
垣
政
参
・
元
九
大
医
学
部
長
、

今
村
有
・
元
福
岡
大
学
長
の
胸
像

も
制
作
し
た
。

残
像
に
滂
沱

　

小
田
部
さ
ん
は
、
九
州
造
形
短

大
や
筑
紫
女
学
園
短
大
に
勤
め
た

が
、
傍
ら
非
常
勤
で
九
州
芸
工
大

（
当
時
）
に
も
い
た
。
こ
こ
は

か
っ
て
の
筑
中
校
舎
。
同　

年
春
、

４２

終
焉
が
迫
っ
て
い
た
。
す
で
に
大

橋
側
と
竹
下
側
の
鉄
筋
三
階
建
て

校
舎
は
毀
さ
れ
、
本
館
棟
だ
け
が

両
腕
を
も
ぎ
と
ら
れ
て
悄
然
と

残
っ
て
い
る
。
工
事
の
担
当
者
は

「
何
度
鉄
塊
を
打
ち
込
ん
で
も
び

く
と
も
し
な
い
」。
小
田
部
さ
ん

は
先
人
の
深
い
思
い
入
れ
と
、
校

舎
が
な
く
な
る
む
な
し
さ
、
辛
さ

に
声
を
あ
げ
て
滂
沱
し
た
。

　
（
小
田
部
さ
ん
は
平
成　

年　
２０

１０

月
、
多
臓
器
不
全
で
身
罷
ら
れ
ま

し
た
。　

歳
で
し
た
）

８０
（
中　
　

大
谷
希
幸
）

１８

奔
放
、鮮
や
か
、遅
咲
き
の
花

美術館の展示室を覆うカラスの群れ

自由奔放に生きた、ありし日の
小田部泰久さん

「就職活動支援」に集まった卒業生たち

　

日
本
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
大
震

災
は
学
生
達
の
就
職
活
動
に
も
深

く
影
を
落
と
し
て
い
た
。
就
職
活

動
の
延
期
・
中
止
と
い
っ
た
非
常

事
態
が
続
き
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
降
続
く
就
職
氷
河
期
に
追
い

討
ち
を
か
け
た
。

　

同
窓
会
で
は
こ
の
状
況
を
憂
慮

し
、
有
志
の
発
案
に
よ
る
筑
高
生

の
筑
高
生
に
よ
る
筑
高
生
の
た
め

の
「
就
職
活
動
支
援
」
を
行
う
こ

と
を
決
め
、　

月　

目
に
そ
の
第

１０

１５

１
回
目
が
母
校
の
「
筑
心
堂
」
で

開
催
さ
れ
た
。

　

社
会
人
は
高　

回
か
ら
内
定
が

２６

決
ま
っ
た
ば
か
り
の
高　

回
生
ま

６０

で
、
学
生
は
大
学
２
年
生
か
ら
大

学
院
生
ま
で
総
勢　

名
が
集
ま
っ

６４

た
。

　

面
接
官
経
験
者
、
シ
ン
ク
タ
ン

ク
研
究
員
に
よ
る
講
演
会
を
皮
切

り
に
、
多
彩
な
企
業
人
に
よ
る
パ

ネ
ル
セ
ミ
ナ
ー
、
参
加
し
た
全
社

会
人
と
直
接
対
話
で
き
る
座
談
会

と
、
通
常
の
就
活
セ
ミ
ナ
ー
と
は

一
線
を
画
す
筑
紫
丘
同
窓
会
ら
し

い
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
雰
囲
気
で
会

は
進
ん
だ
。

　

学
生
の
側
は
真
剣
そ
の
も
の
。

先
輩
の
話
を
一
生
懸
命
メ
モ
を
取

り
、
社
会
人
の
側
も
真
剣
に
向
き

合
い
学
生
の
疑
問
に
熱
を
持
っ
て

答
え
る
な
ど
、
和
や
か
な
中
に
も

緊
張
感
の
あ
る
、
非
常
に
中
身
の

詰
ま
っ
た
有
意
義
な
会
と
な
っ
た
。

　

終
了
後
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
是
非
２
回
目
を
、
と
の
声
が

多
く
、
社
会
人
か
ら
も
「
良
い
取

り
組
み
だ
と
思
う
。
継
続
し
て
開

催
す
べ
き
だ
」
と
の
声
を
多
数
い

た
だ
き
、
今
後
も
継
続
開
催
し
て
、

「
同
窓
会
を
縦
に
繋
ぐ
事
業
」
の

一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ
と

を
切
に
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
い
う
ま
で
も
な
く
、

会
の
後
の
懇
親
会
が
盛
り
上
が
っ

た
こ
と
は
皆
さ
ん
の
想
像
に
難
く

な
い
。 �
� 
（
高　
　

前
川
健
太
）

４９

ん
？
」。

　

高　

回
の
海
江
田
真
衣
さ
ん
。

５２

彼
女
の
発
案
で
始
ま
っ
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
。
定
期
総
会
で
作
成
さ
れ

た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
同
窓
生
一

同
で
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
福
岡
を
走

ろ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

こ
の
発
案
に
、
高　

回
生
か
ら

３７

高　

回
生
ま
で
の
お
よ
そ　

人
が

５３

２０

呼
応
し
た
。

　

各
自
で
自
主
ト
レ
を
積
み
、
約

二
ヵ
月
前
か
ら
合
同
練
習
を
行
い
、

チ
ー
ム
名
も
「
ち
く
し
が
お
か
走

遊
会
」
に
決
ま
っ
た
。

　

体
力
に
自
信
の
あ
る
者
か
ら
お

腹
周
り
が
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
者

ま
で
各
自
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
走

る
こ
と
を
目
的
に
年
を
積
ね
て
も

運
動
を
続
け
よ
う
と
い
う
熱
い
思

い
で
大
会
当
日
を
迎
え
た
。

　

早
朝
７
時
半
に
ヤ
フ
ー
ド
ー
ム

に
集
合
し
記
念
撮
影
を
行
っ
た
後
、

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
組
は
一
足
先
に

ス
タ
ー
ト
。
遅
れ
る
こ
と　

分
で

２０

５
キ
ロ
組
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。　

各
自
、
思
い
思
い
に
、
快
晴
に
恵

ま
れ
た
百
道
の
海
岸
沿
い
を
駆
け

抜
け
た
。

　

成
績
は
、
と
い
う
と
、
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
は
規
定
時
間
内
で
走
り

終
え
た
者
か
ら
、
残
念
な
が
ら
規

定
時
間
を
超
え
て
団
体
で
バ
ス
に

収
容
さ
れ
て
ド
ー
ム
に
帰
還
し
た

者
。
５
キ
ロ
組
は
ゴ
ー
ル
を
危
ぶ

ま
れ
た
重
量
級
の
３
人
も
無
事
に

時
間
内
に
ゴ
ー
ル
。
来
年
に
弾
み

を
つ
け
た
。

　

大
会
終
了
後
は
参
加
者
、
応
援
、

そ
し
て
そ
の
家
族
も
集
ま
り
、
マ

リ
ゾ
ン
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
皆
、

口
々
に
「
来
年
は
ハ
ー
フ
に
挑
戦

だ
！
」
と
意
欲
的
だ
っ
た
。

　

今
後
も
同
窓
生
の
絆
と
健
康
増

進
の
た
め
に
継
続
開
催
が
望
ま
れ

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

「
就
活
頑
張
れ
」Ｏ
Ｂ
決
起

有
志
の
発
案
で
支
援
の
会
開
催

　

平
成　

年　

月　

日
「
定
期
総

２３

１０

２３

会
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
を
着
た
一
団
が
秋

風
心
地
よ
い
百
道
の
海
岸
沿
い
を

疾
走
し
た
。

　

事
の
き
っ
か
け
は
、
一
人
の
女

性
の
一
言
だ
っ
た
。「
シ
テ
ィ
マ

ラ
ソ
ン
を
み
ん
な
で
走
り
ま
せ

が
お
か
走
遊
会

笑
顔
で「
敢
走
」

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
福
岡

定
期
総
会
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
シ
テ
ィ
マ

ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー




